
(57)【要約】

【課題】冷却性能に優れ、信頼性の高いガス絶縁静止誘

導電気機器を提供する。

【解決手段】鉄心１の周りに内側巻線２と外側巻線３を

巻回し、この内側巻線２と外側巻線３を、同心円上に所

定の間隔をおいて配置されたコイル支え６を介して、上

下から締付板４で締付ける。この上下締付板４の少なく

ともいずれか一方に、ガスの取り入れ・取り出し口であ

る開口部５を設ける。また、巻線２、３の外側にはガス

仕切り７を設け、下部から導入されたガスを巻線内に封

じるように構成する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
絶 縁 ガ ス を 封 入 し た タ ン ク 内 に 、 鉄 心 及 び 巻 線 を 備 え て 成 る 静 止 誘 導 器 本 体 を 収 容 し た ガ
ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 に お い て 、
前 記 巻 線 の 上 下 に 設 け ら れ た 上 側 締 付 板 及 び 下 側 締 付 板 の 少 な く と も 一 方 に 、 前 記 巻 線 へ
前 記 各 締 付 板 を 介 し て の ガ ス の 通 流 を 可 能 と し た ガ ス 流 通 用 の 開 口 部 を 設 け た こ と を 特 徴
と す る ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 締 付 板 に 設 け ら れ る 開 口 部 を 、 鉄 心 の 周 り に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 巻 線 の 構 造 を 円 筒 状 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の ガ ス 絶 縁
静 止 誘 導 電 気 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 締 付 板 に 、 そ の 円 周 方 向 に 等 間 隔 に 開 口 部 を 設 け 、 隣 接 す る 開 口 部 間 に 前 記 締 付 板 の
支 持 部 を 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 に 記 載 の ガ ス 絶
縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 締 付 板 を 、 そ の 両 端 面 が 前 記 タ ン ク の 内 壁 と 接 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 に 記 載 の ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 静 止 誘 導 器 か ら 引 き 出 さ れ る リ ー ド の 支 え を 、 前 記 締 付 板 上 に 配 設 し た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 産 業 用 及 び 電 力 用 ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 に 係 り 、 特 に 、 そ の 電 力 範 囲 が 、
数 ｋ Ｖ Ａ か ら １ ２ ０ ０ Ｍ Ｖ Ａ に わ た る も の で あ っ て 、 電 圧 範 囲 が 、 １ ｋ Ｖ か ら １ ０ ０ ０ ｋ
Ｖ あ る い は そ れ 以 上 の 高 い 変 換 電 圧 に わ た る も の に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
変 圧 器 や リ ア ク ト ル 等 の 静 止 誘 導 電 気 機 器 に お い て は 、 絶 縁 媒 体 と し て 絶 縁 油 が 広 く 用 い
ら れ て い る 。 一 方 、 都 市 部 に お い て は 、 防 爆 性 、 防 災 性 に 優 れ た 六 弗 化 硫 黄 ガ ス （ Ｓ Ｆ ６

ガ ス ） を 絶 縁 媒 体 と し て 用 い た ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 が 多 く 使 用 さ れ て い る 。 こ の Ｓ
Ｆ ６ ガ ス は 、 六 価 の 電 子 対 を 持 つ 硫 黄 イ オ ン に 、 ハ ロ ゲ ン 元 素 た る 弗 素 の イ オ ン が 過 不 足
な く 共 有 結 合 し て い る も の で あ り 、 化 学 的 安 定 性 が 極 め て 高 く 、 電 離 （ イ オ ン 化 ） 現 象 も
少 な い 、 い わ ゆ る 電 気 絶 縁 特 性 に 優 れ た ガ ス で あ る 。 そ の た め 、 Ｓ Ｆ ６ ガ ス は 、 変 圧 器 や
リ ア ク ト ル 等 の 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 絶 縁 媒 体 や 、 遮 断 器 、 開 閉 器 等 の 送 変 電 機 器 の 絶 縁 冷
却 媒 体 と し て 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 ガ ス を 絶 縁 冷 却 媒 体 と し た ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 に お い て は 、 油 を 絶
縁 冷 却 媒 体 と し た 油 入 り 静 止 誘 導 電 気 機 器 と 比 較 し て 冷 却 性 能 が 劣 る と い う 欠 点 が あ る 。
例 え ば 、 油 の 比 熱 が ０ ． ４ ５ ｃ ａ ｌ ／ ｇ ・ ℃ で あ る の に 対 し 、 Ｓ Ｆ ６ ガ ス （ ０ ． １ ２ ５ Ｍ
Ｐ ａ ） の 比 熱 は ０ ． １ ４ ５ ｃ ａ ｌ ／ ｇ ・ ℃ で あ り 、 密 度 は 、 油 が ０ ． ８ ９ ｇ ／ ｃ ｍ ３ で あ
る の に 対 し 、 Ｓ Ｆ ６ ガ ス で は ０ ． ０ １ ４ ｇ ／ ｃ ｍ ３ で あ る 。 こ れ ら の 値 か ら 求 め ら れ る 相
対 熱 容 量 （ 比 熱 × 密 度 ） の 比 は 、 油 を ２ ０ ０ と す る と Ｓ Ｆ ６ ガ ス （ ０ ． １ ２ ５ Ｍ Ｐ ａ ） で
は １ と な り 、 油 の 方 が Ｓ Ｆ ６ ガ ス と 比 較 し て 大 幅 に 冷 却 性 能 が 高 い こ と が 分 か る 。 こ の た
め 、 一 般 的 に は 、 油 入 り 静 止 誘 導 器 で は 主 に 耐 熱 種 別 Ａ 種 の 絶 縁 物 が 用 い ら れ て い る の に
対 し 、 ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 で は Ｅ 種 以 上 の 絶 縁 材 料 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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ま た 、 従 来 の ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 で は 、 上 記 の よ う な 耐 熱 材 料 の 使 用 に 加 え て 、 冷
却 効 率 を あ げ る た め 、 ガ ス 流 を 合 理 化 す る た め に 種 々 の 施 策 や 構 造 が 取 り 入 れ ら れ て い る
。 こ れ ら の 施 策 例 と し て は 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ て い る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ こ で 、 一 般 的 な 静 止 誘 導 電 気 機 器 内 の ガ ス の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。 す な わ ち 、 図 ７ に
示 し た よ う に 、 巻 線 下 部 の 外 側 か ら 巻 線 内 に 取 り 込 ま れ た Ｓ Ｆ ６ ガ ス ２ １ は 、 巻 線 毎 に 設
け ら れ た 外 側 共 通 ガ ス 道 ２ ２ 及 び 内 側 共 通 ガ ス 道 ２ ３ を 通 っ て 、 そ れ ぞ れ 内 側 巻 線 ２ ま た
は 外 側 巻 線 ３ に 流 れ 込 む よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 巻 線 の 外 側 に は 、 ガ ス を 仕 切 る た
め の 仕 切 板 １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 巻 線 ２ 、 ３ 内 に 導 入 さ れ た ガ ス は 、 巻 線 内 に
設 け ら れ た ガ ス 止 め 板 ２ ０ に よ っ て 、 巻 線 内 を 交 互 に 流 れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ３ ０ ３ ０ ３ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ２ １ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 し た よ う な 巻 線 内 へ の ガ ス の 取 り 込 み 方 法 は 、 巻 線 の 外 周 か ら ガ ス を
巻 線 内 に 導 く た め に 、 ガ ス の 取 り 込 み 構 造 が 複 雑 と な り 、 ガ ス の 仕 切 不 良 に よ る 巻 線 の 異
常 加 熱 の 可 能 性 が あ っ た 。 ま た 、 ガ ス の 取 入 れ 構 造 が 複 雑 な た め 、 構 造 材 の 工 作 上 の ず れ
に よ り 、 短 絡 時 に お け る 機 械 強 度 に 問 題 が 生 じ る 場 合 が あ っ た 。
ま た 、 巻 線 の 外 周 方 向 か ら ガ ス を 取 り 込 む た め 、 ガ ス の 流 れ が 複 雑 と な り 、 圧 力 損 失 が 高
く な る 傾 向 が あ っ た 。 こ の よ う に 圧 力 損 失 が 高 く な る と 、 巻 線 内 の ガ ス 流 量 が 低 下 す る た
め 、 巻 線 の 冷 却 性 能 が 低 く な る 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 巻 線 内 へ の ガ ス 流 量 は 巻 線 の 断 面 積 に よ っ て 決 定 さ れ る た め 、 径 が 小 さ く 断 面 積
の 小 さ い 内 側 巻 線 へ の ガ ス の 流 量 が 少 な く な る 傾 向 が あ り 、 均 一 な 冷 却 特 性 を 得 る こ と が
で き ず 、 内 側 巻 線 の 過 熱 に つ な が る 可 能 性 が あ っ た 。
ま た 、 ガ ス の 上 下 仕 切 に 仕 切 板 １ ９ を 用 い て い る が 、 リ ー ド 支 え が こ の 仕 切 板 １ ９ を 貫 通
す る 部 分 や 巻 線 に お け る 仕 切 板 の 固 定 部 等 で 、 巻 線 下 部 に 取 り 入 れ ら れ た ガ ス が 巻 線 上 部
へ 漏 れ る 場 合 が あ り 、 そ の 結 果 、 巻 線 自 体 に 流 れ 込 む 流 量 が 低 下 し 、 巻 線 の 冷 却 特 性 が 悪
化 し て 、 局 部 過 熱 に つ な が る 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 上 述 し た よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 そ
の 目 的 は 、 冷 却 性 能 に 優 れ 、 信 頼 性 の 高 い ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 絶 縁 ガ ス を 封 入 し た タ ン ク 内 に 、
鉄 心 及 び 巻 線 を 備 え て 成 る 静 止 誘 導 器 本 体 を 収 容 し た ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 に お い て
、 前 記 巻 線 の 上 下 に 設 け ら れ た 上 側 締 付 板 及 び 下 側 締 付 板 の 少 な く と も 一 方 に 、 前 記 巻 線
へ 前 記 各 締 付 板 を 介 し て の ガ ス の 通 流 を 可 能 と し た ガ ス 流 通 用 の 開 口 部 を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 下 側 締 付 板 に 開 口 部 を 設 け た 場 合 に は
、 巻 線 下 部 か ら 導 入 さ れ る ガ ス を 巻 線 内 に 直 接 取 り 込 む こ と が で き る た め 、 圧 力 損 失 を 低
減 し 、 巻 線 へ 流 れ 込 む ガ ス 流 量 を 確 保 す る こ と が で き 、 巻 線 の 冷 却 性 能 を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。 ま た 、 上 側 締 付 板 に 開 口 部 を 設 け た 場 合 に は 、 巻 線 上 部 に 導 出 さ れ る ガ ス 流 方
向 に 対 す る 圧 力 損 失 を 低 減 す る こ と が で き る の で 、 ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 巻 線 の 冷
却 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 上 側 締 付 板 及 び 下 側 締 付 板 の 両 方 に 開 口 部 を
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設 け た 場 合 に は 、 巻 線 上 下 部 の ガ ス 流 方 向 に 対 す る 圧 力 損 失 を 低 減 す る こ と が で き る の で
、 巻 線 へ 流 れ 込 む ガ ス 流 量 を 確 保 す る こ と が で き 、 巻 線 の 冷 却 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 に お い て 、 前 記 締
付 板 に 設 け ら れ る 開 口 部 を 、 鉄 心 の 周 り に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 。
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 外 側 巻 線 と 比 較 し て 断 面 積 が 小 さ く 、
ガ ス 流 量 が 小 さ く な る 内 側 巻 線 へ の ガ ス 流 入 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る の で 、 内 側 巻 線
の 冷 却 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 に お
い て 、 前 記 巻 線 の 構 造 を 円 筒 状 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 内 側 巻 線 と 外 側 巻 線 の 円 筒 層 間 の 距 離
を 調 整 す る こ と で 、 内 側 巻 線 と 外 側 巻 線 の ガ ス 流 比 を 容 易 に 制 御 で き る よ う に な る 。 そ の
結 果 、 巻 線 の 発 熱 に 応 じ た ガ ス 量 を 各 巻 線 に 供 給 す る こ と が で き る の で 、 巻 線 全 体 を 均 質
な 温 度 上 昇 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 に 記 載 の ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導
電 気 機 器 に お い て 、 前 記 締 付 板 に 、 そ の 円 周 方 向 に 等 間 隔 に 開 口 部 を 設 け 、 隣 接 す る 開 口
部 間 に 前 記 締 付 板 の 支 持 部 を 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 。
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 開 口 部 を 設 け た こ と に よ り 締 付 け 力 が
低 下 す る 内 側 巻 線 の 締 付 け 力 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 に 記 載 の ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導
電 気 機 器 に お い て 、 前 記 締 付 板 を 、 そ の 両 端 面 が 前 記 タ ン ク の 内 壁 と 接 す る よ う に 構 成 し
た こ と を 特 徴 と す る 。
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 締 付 板 で 下 部 か ら 取 り 込 ま れ た ガ ス の
仕 切 り を 兼 用 す る こ と が で き る の で 、 ガ ス 止 め 構 造 を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。 こ の 簡 素
化 に よ り 、 巻 線 以 外 の ガ ス の 上 部 へ の 漏 れ を 防 止 し 、 巻 線 内 の ガ ス 流 量 を 増 加 さ せ る こ と
が で き る の で 、 巻 線 の 冷 却 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 に お い て 、 前 記 静
止 誘 導 器 か ら 引 き 出 さ れ る リ ー ド の 支 え を 、 前 記 締 付 板 上 に 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 。
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 従 来 、 仕 切 板 を 貫 通 さ せ て 配 設 し て い
た リ ー ド 支 え の 仕 切 板 貫 通 部 が な く な り 、 こ の 部 位 か ら の ガ ス 漏 れ が 生 じ な く な る こ と か
ら 、 巻 線 内 の ガ ス 流 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る た め 、 巻 線 の 冷 却 性 能 を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 を 用 い て 具 体 的
に 説 明 す る 。 な お 、 図 ７ に 示 し た 従 来 型 と 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 説 明 は 省
略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ １ ） 第 １ 実 施 形 態
図 １ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 を 適 用 し た ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 構 成 を 示 し た も の
で あ る 。 す な わ ち 、 鉄 心 １ の 周 り に は 内 側 巻 線 ２ と 外 側 巻 線 ３ が 巻 回 さ れ て い る 。 な お 、
図 １ に お い て は 、 内 側 巻 線 ２ と 外 側 巻 線 ３ が 巻 回 さ れ て い る 状 態 を 示 し た が 、 電 圧 が 高 圧
－ 中 圧 － 低 圧 と 分 か れ る 場 合 や 、 ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 仕 様 に よ っ て 、 さ ら に 複 数
の 巻 線 が 巻 か れ る 場 合 も あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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ま た 、 前 記 内 側 巻 線 ２ と 外 側 巻 線 ３ は 、 同 心 円 上 に 所 定 の 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た コ イ ル
支 え ６ を 介 し て 、 上 下 か ら 締 付 板 ４ で 締 付 け ら れ て い る 。 こ の 締 付 板 ４ に は 、 ガ ス の 取 り
入 れ ・ 取 り 出 し 口 で あ る 開 口 部 ５ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 こ の 開 口 部 ５ は 、 巻 線 の 締 付
板 ４ の 上 下 ま た は ど ち ら か 一 方 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 巻 線 ２ 、 ３ の 外 側 に は ガ ス 仕 切
り ７ が 設 け ら れ 、 下 部 か ら 導 入 さ れ た ガ ス を 巻 線 内 に 封 じ る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 の よ う な 構 成 を 有 す る 本 実 施 形 態 に お い て は 、 締 付 板 ４ に 開 口 部 ５ が 設 け ら れ て い る
た め 、 直 接 、 上 下 の ガ ス 空 間 と 巻 線 と の 間 で ガ ス の や り 取 り が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 従
来 の 方 法 と 比 較 し て 、 巻 線 の 圧 損 を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 巻 線 の 圧 損 が 少 な
い こ と か ら 、 巻 線 内 に 流 れ る ガ ス 量 を 増 加 す る こ と が 可 能 と な り 、 そ の 結 果 、 巻 線 の 冷 却
特 性 が 良 い ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ２ ） 第 ２ 実 施 形 態
図 ２ は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 を 適 用 し た ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 構 成 を 示 し た も の
で あ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 締 付 板 ４ に 形 成 さ れ る 開 口 部 ５ が 、 鉄 心 １ の
近 傍 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 の よ う な 構 成 を 有 す る 本 実 施 形 態 に お い て は 、 以 下 の よ う な 効 果 が 得 ら れ る 。 す な わ
ち 、 内 側 巻 線 ２ と 外 側 巻 線 ３ で は 外 側 巻 線 ３ の 方 が 径 が 大 き い た め 、 断 面 積 も 大 き い 。 こ
れ ら の 巻 線 内 に 流 れ 込 む ガ ス 量 の 比 は 、 巻 線 の 断 面 積 に よ っ て 決 定 さ れ る た め 、 断 面 積 の
大 き い 外 側 巻 線 ３ の 方 に 多 く の ガ ス が 流 れ る 。 し か し 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 流 れ 込 む
ガ ス 量 比 の 小 さ い 内 側 巻 線 ２ 側 の 下 部 に 開 口 部 ５ を 設 け る こ と に よ り 、 従 来 ガ ス 量 が 少 な
か っ た 内 側 巻 線 ２ へ の ガ ス 流 量 を 確 保 す る こ と が で き る の で 、 内 側 巻 線 ２ の 過 熱 を 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ３ ） 第 ３ 実 施 形 態
図 ３ は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 を 適 用 し た ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 構 成 を 示 し た も の
で あ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 内 側 巻 線 ２ 及 び 外 側 巻 線 ３ を 円 筒 巻 線 と し て
い る 。 こ の 場 合 、 巻 線 内 に 巻 線 冷 却 用 の ガ ス を 流 す た め に 、 巻 線 が 円 筒 状 に 巻 か れ た 各 レ
ア の 間 に は 、 内 側 巻 線 レ ア 間 距 離 ９ 及 び 外 側 巻 線 レ ア 間 距 離 １ ０ を 有 す る 間 隙 が 設 け ら れ
、 こ の 間 隙 を 通 っ て 下 部 か ら 上 部 に ガ ス が 流 れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 の よ う な 構 成 を 有 す る 本 実 施 形 態 に お い て は 、 内 側 巻 線 ２ 及 び 外 側 巻 線 ３ の 両 方 を 円
筒 化 す る こ と で 、 両 巻 線 の レ ア 間 距 離 ９ 、 １ ０ を 適 宜 調 整 す る こ と に よ り 、 各 巻 線 へ 流 入
す る ガ ス 流 量 を 正 確 に 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 冷 却 特 性 の 把 握 が 容 易 と な
り 、 変 圧 器 の 仕 様 に よ る 内 側 ・ 外 側 巻 線 の 熱 源 と な る 損 失 の 発 生 量 に 応 じ た ガ ス 流 量 の 確
保 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ４ ） 第 ４ 実 施 形 態
図 ４ は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 を 適 用 し た ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 構 成 を 示 し た も の
で あ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 締 付 板 ４ に 等 間 隔 に 開 口 部 ５ が 設 け ら れ 、 隣
接 す る 開 口 部 ５ 間 に 締 付 板 ４ の 内 側 支 持 部 １ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 締 付 板 ４ に
は 、 内 側 支 持 部 １ ２ の 外 周 側 に 外 側 支 持 部 １ ３ が 配 設 さ れ て い る 。 な お 、 図 ４ は 下 部 締 付
板 の 構 成 を 示 し た も の で あ る が 、 上 部 締 付 板 に 関 し て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 の よ う な 構 成 を 有 す る 本 実 施 形 態 に お い て は 、 以 下 の よ う な 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。 す
な わ ち 、 開 口 部 ５ が 設 け ら れ て い る 部 分 は 、 そ の 開 口 部 の 影 響 で 巻 線 の 締 付 け 力 が 弱 く な
る が 、 隣 接 す る 開 口 部 ５ 間 に 内 側 支 持 部 １ ２ を 設 置 す る こ と に よ り 、 開 口 部 の 締 付 け 力 を
確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 締 付 板 ４ の 保 持 は 、 内 側 支 持 部 １ ２ だ け で な く 、 外 側 支 持
部 １ ３ で も 支 持 さ れ て い る の で 、 安 定 し た も の と な る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
（ ５ ） 第 ５ 実 施 形 態
図 ５ は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 を 適 用 し た ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 構 成 を 示 し た も の
で あ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 鉄 心 １ を 保 持 す る ク ラ ン プ １ ６ に 取 り 付 け ら
れ た 締 付 板 支 持 部 １ ５ 上 に 配 設 さ れ た 締 付 板 ４ の 両 端 面 が 、 タ ン ク １ ４ の 内 壁 と 接 す る よ
う に 構 成 さ れ 、 タ ン ク 内 に お け る 上 下 の ガ ス の 仕 切 板 を 兼 ね た 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 の よ う な 構 成 を 有 す る 本 実 施 形 態 に お い て は 、 タ ン ク 下 部 か ら 導 入 さ れ た ガ ス は 、 上
下 の ガ ス の 仕 切 板 を 兼 ね た 締 付 板 ４ に よ り 仕 切 ら れ る 。 従 来 は 、 仕 切 り 板 を 別 途 設 け て い
た た め 、 仕 切 り 板 上 方 へ の ガ ス 漏 れ 防 止 手 段 が 複 雑 と な り 、 ガ ス 漏 れ が 生 じ る 可 能 性 が あ
っ た 。 し か し 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 下 間 の ガ ス 止 め を 、 タ ン ク １ ４ と 締 付 板 ４ で の み
行 う た め 、 ガ ス 止 め 効 果 が 大 き く 、 巻 線 内 へ の ガ ス 流 量 を 確 実 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ ６ ） 第 ６ 実 施 形 態
図 ６ は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 を 適 用 し た ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 構 成 を 示 し た も の
で あ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 上 記 第 ５ 実 施 形 態 で 示 し た 締 付 板 ４ に リ ー ド
支 え １ ７ を 固 定 し 、 そ の リ ー ド 支 え １ ７ に よ っ て 、 巻 線 か ら 引 き 出 さ れ た リ ー ド １ ８ を 支
え る 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 の よ う な 構 成 を 有 す る 本 実 施 形 態 に お い て は 、 従 来 、 ガ ス 仕 切 り 板 を 貫 通 し て 配 設 さ
れ て い た リ ー ド 支 え １ ７ を 、 ガ ス 仕 切 り を 兼 用 し た 締 付 板 ４ の 上 に 設 置 す る こ と に よ り 、
リ ー ド 支 え １ ７ 部 分 に お け る 下 部 か ら 導 入 さ れ る ガ ス の 上 部 へ の 漏 れ 構 造 を 廃 止 し 、 ガ ス
流 の 巻 線 内 へ の 流 入 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 巻 線 に 直 接 ガ ス を 導 く こ と で 、 ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導
電 気 機 器 の 冷 却 性 能 を 高 め る こ と が で き る と 共 に 、 上 下 の ガ ス 仕 切 板 の 下 部 か ら 上 部 へ の
ガ ス 漏 れ を 防 止 し 、 冷 却 性 能 が 良 く 、 信 頼 性 の 高 い ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 を 提 供 す る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 第 １ 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 第 ２ 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 第 ３ 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 第 ４ 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 第 ５ 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 第 ６ 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 従 来 の ガ ス 絶 縁 静 止 誘 導 電 気 機 器 の 構 成 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 鉄 心
２ … 内 側 巻 線
３ … 外 側 巻 線
４ … 締 付 板
５ … 開 口 部
６ … コ イ ル 支 え
７ … ガ ス 仕 切 り
８ … ガ ス 流
９ … 内 側 巻 線 レ ア 間 距 離
１ ０ … 外 側 巻 線 レ ア 間 距 離
１ １ … 巻 線
１ ２ … 内 側 支 持 部
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１ ３ … 外 側 支 持 部
１ ４ … タ ン ク
１ ５ … 締 付 板 支 持 部
１ ６ … ク ラ ン プ
１ ７ … リ ー ド 支 え
１ ８ … リ ー ド
１ ９ … 仕 切 板
２ ０ … ガ ス 止 め 板
２ １ … Ｓ Ｆ ６ ガ ス
２ ２ … 外 側 共 通 ガ ス 道
２ ３ … 内 側 共 通 ガ ス 道
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(8) JP 2004-104031 A 2004.4.2



フロントページの続き

(72)発明者  小林　恒夫
            神奈川県川崎市川崎区浮島町２番１号　株式会社東芝浜川崎工場内
Ｆターム(参考) 5E050 HA06
　　　　 　　  5G017 DD06

(9) JP 2004-104031 A 2004.4.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

